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 要　　旨
　 現 在 ， 人 工 衛 星 を 利 用 す る 天 体 観 測 で は ， ス ペ ー ス VLBI(Very  Long  Baseline 
Interferometry: 超長期線干渉法)と言われる宇宙の電波天文衛星と地上にある複数の電波望遠鏡
が協力して天体観測を行う技術が用いられている．この技術を実現するためには，電波天文衛星
は高速高精度の姿勢変更を行わなければならない．これは，大気位相揺らぎという 60[sec]周期
の大気の影響を受け，観測精度が劣化してしまうからである．この大気位相揺らぎの対策のため，
電波天文衛星は地上の電波望遠鏡の動きに合わせ，60[sec]周期で観測天体と 3[deg]離れた参照天
体の 2 つの天体を観測しなければならない．さらに，観測の際には，アンテナゲインロスと呼ば
れるアンテナの指向精度指標を 0.02[dB]以下に制御しなければならないとされている．この
0.02[dB]を姿勢角精度にして考えると約 0.002[deg]程度の姿勢角誤差となる．これらのことから，
姿勢角精度 0.002[deg]程度で 3[deg]の姿勢マヌーバ（交互指向変更のための姿勢変更 )を，
60[sec]周期で達成し，かつ，この姿勢変更を 100 回程度繰り返す高速高精度姿勢マヌーバが要求
される．
　しかし，このようなスペース VLBI に用いる人工衛星は開口径 10[m]の大型展開アンテナと太
陽電池パドルがほぼ剛体とみなせる衛星中心機構に取り付けられた構造となっている．このよう
な構造上，軽量化が施されたこれら大型のアンテナや太陽電池パドルは柔軟構造となる．そのた
め，構造振動は姿勢運動制御系に対して多大なる影響を与える事になる．そこで，次期電波天文
衛星への要求を満たすためには，姿勢制御系には，高速な姿勢変更に合わせて，振動抑制制御及
び柔軟構造に対するロバスト性を考慮する必要がある．
　以上の問題に対して 本研究では柔軟構造を有する大型宇宙機に対する高速高精度姿勢マヌー
バを実現するために，入力整形手法により構造振動を打ち消す目標軌道を導出し，この目標軌道
に対してトラッキング制御を行う．これによって目標追従性能及び振動抑制性能の高性能化を図
る．また実験的に有効性の検証するために，宇宙航空研究開発機構所有の 1 軸エアテーブルを用
いた模擬実験を行う．
